
昭
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八
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四
月
十
六
日
受
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（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 
   

衆
議
院
議
員
渡
辺
惣
蔵
君
提
出
公
共
用
水
の
水
質
基
準
設
定
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

内
閣
衆
質
四
三
第
三
号 

昭
和
三
十
八
年
四
月
十
六
日 

衆

議

院

議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
渡
辺
惣
蔵
君
提
出
公
共
用
水
の
水
質
基
準
設
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

水
質
審
議
会
の
部
会
の
構
成
委
員
た
る
専
門
委
員
は
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
学
識
経
験
者
の
う
ち 

か
ら
任
命
さ
れ
、
水
質
問
題
に
つ
い
て
専
門
的
に
調
査
審
議
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
特
別
部
会
（
石
狩
川

（Ａ）
水 

域
担
当
）
も
、
当
該
水
域
の
主
な
関
係
産
業
に
つ
い
て
は
も
れ
な
く
学
識
経
験
者
を
集
め
て
公
正
に
構
成
さ
れ

て
お
り
、
当
該
審
議
は
い
ず
れ
か
の
一
方
に
へ
ん
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
運
営
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
同
部

会
お
よ
び
水
質
審
議
会
の
協
力
を
得
て
、
公
平
か
つ
適
切
な
る
水
質
基
準
を
設
定
す
べ
く
努
力
中
で
あ
る
。 

二 

水
質
基
準
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
農
業
被
害
の
主
因
を
な
す
石
狩
川
の
水
わ
た
の
発
生
を
防
止
す
る
に
足
る

数
値
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
他
方
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法

律
第
一
条
に
規
定
す
る
産
業
の
相
互
協
和
と
い
う
観
点
か
ら
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
特
別
部
会

に
お
い
て
は
、
す
で
に
七
回
に
わ
た
つ
て
水
わ
た
の
発
生
状
況
と
工
場
排
水
と
の
有
機
的
関
連
等
に
つ
い
て
専

門
的
な
調
査
審
議
を
重
ね
て
き
た
次
第
で
あ
る
が
、
四
月
中
に
は
そ
の
成
案
を
う
る
見
込
み
で
あ
る
。
政
府
は
、 



廃
液
を
例
に
と
れ
ば
、
パ
ル
プ
廃
液
濃
縮
燃
焼
設
備
を
中
心
と
す
る
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
改
善
の
た
め

の
設
備
投
資
額
二
億
九
千
万
円
お
よ
び
バ
ー
カ
ー
廃
水
処
理
設
備
を
中
心
と
す
る
浮
游
物
質
量
の
低
下
の
た
め

の
設
備
投
資
額
一
億
七
千
万
円
総
額
四
億
六
千
万
円
の
投
資
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
一
部
を
本

年
八
月
末
ま
で
に
、
そ
の
他
の
部
分
は
、
本
年
九
月
以
降
す
み
や
か
に
建
設
に
着
手
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
さ
ら
に
上
述
の
汚
水
処
理
施
設
の
早
期
完
成
と
施
設
完
成
ま
で
の
間
に
お
け
る
現

行
施
設
に
お
い
て
、
技
術
的
に
可
能
な
限
り
の
排
水
の
水
質
の
改
善
に
つ
い
て
強
力
に
指
導
す
る
と
と
も
に
、

新
規
設
備
投
資
に
必
要
な
資
金
の
確
保
の
た
め
に
協
力
す
る
所
存
で
あ
る
。 

公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨
に
従
い
、
審
議
会
の
答
申
を
ま
つ
て
す
み
や
か
に
水
質
基

準
を
決
定
す
る
所
存
で
あ
る
。 

ま
た
、
水
質
基
準
設
定
後
の
石
狩
川
関
係
の
工
場
等
の
排
水
の
水
質
監
視
に
つ
い
て
は
、
地
方
支
分
部
局
を 

工
場
廃
液
の
除
害
施
設
に
つ
い
て
は
、
石
狩
川

（Ａ）
水
域
の
水
質
汚
濁
の
主
た
る
原
因
と
考
え
ら
れ
る
パ
ル
プ 

四 

 



四 

北
海
道
知
事
は
、
国
策
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社
の
水
利
使
用
に
際
し
て
は
、
排
水
に
つ
い
て
所
要
の
基
準
を

指
示
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
関
係
農
民
に
対
し
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
な
条
件
を
附
し
て
許
可
を
し
、
ま
た
、 

三 

水
質
基
準
に
適
合
す
る
工
場
等
の
廃
水
処
理
施
設
の
完
備
ま
で
に
農
作
物
に
被
害
を
与
え
た
場
合
の
補
償
の

問
題
は
、
民
事
上
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
当
事
者
間
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
当
問
題

を
円
満
に
解
決
す
る
一
方
法
と
し
て
、
公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
和
解
の
仲
介
制
度

も
存
し
て
い
る
。 

積
極
的
に
活
用
し
、
予
算
の
許
す
範
囲
内
で
関
係
工
場
に
つ
い
て
立
入
検
査
を
行
な
う
と
と
も
に
、
関
係
工
場

か
ら
、
排
水
の
水
質
等
に
つ
い
て
定
期
的
に
報
告
を
徴
収
し
、
工
場
排
水
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
基
づ 

き
、
万
全
を
期
す
る
考
え
で
あ
る
。 

ま
た
、
水
質
基
準
設
定
後
の
同
水
域
中
農
業
用
水
取
水
口
な
ど
河
川
内
の
主
要
地
点
の
水
質
を
定
期
的
に
調

査
す
る
予
定
で
あ
る
。 

五 

 



 

六 

そ
の
後
の
水
質
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
を
調
査
究
明
す
る
と
と
も
に
同
会
社
に
対
し
設
備
の

改
善
を
検
討
さ
せ
る
等
監
督
上
所
要
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
か
り
に
、
か
か
る
措
置
が
不

十
分
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
直
ち
に
違
法
に
関
係
農
民
に
損
害
を
与
え
た
と
は
断
じ
難
く
、
し
た

が
つ
て
本
件
に
つ
い
て
は
国
家
賠
償
法
上
の
責
任
は
首
肯
し
難
い
も
の
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




